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中国における「モダニティ儀式感」概念について 
The Concept of "Modernity Sense of Ritual" in China. 
                                   郭 軼佳 
                                   GUO, Yijia 
 
はじめに 
 
1987 年の「改革開放」政策が実施されるにつれて、中国社会では、資本主義の市場経済
が確定し、経済の発展がハイスピードな状態になっていった。特に 21 世紀に入ってから、
中国は経済成長率が第一位の途上国になり、経済構成が、かつての単一である農業国から、
多様である工業国になった。わずか 40 年ほどの急速な経済発展のうちに、さまざまな社会
問題が集中的に勃発し、結果論（過程中に努力したことより、結果を重視する）などの論調
も数多く出てきた。ところで、近年来中国では、国民は生活への基礎物質の需要がほとんど
満たされ、国民生活が全面的に上がっている一方、GDP と経済成長のスピードが低下し始
めた。そしてそれに伴い、経済、消費の方面では「理性消費（見たらすぐ買いたいという消
費の欲望を抑制して、商品の効能、使用率などについて、じっくりと考えた上で買うこと）」
という考えが提唱され、これまで軽視されてきた文化がもう一度重視されてきている。この
ような社会環境のなかで、大衆の文化・生活に対する態度が浅い欲望から深い理性に転換す
るところに、「儀式感」という言葉がいつしか中国人の口にのぼり、流行ってきたのである。
興味深いのは、儀式感という言葉が広く使われているが、その表現、意味、定義と形成原因
などに関しては明確な記述や本格的な学術研究が不足していることである。その中では、
「儀式感」について、演劇・美学・旅行の分野から考察を行う先行研究がいくつかある。 
石慧は「从观演关系浅谈戏剧的仪式感与营造（観衆と役者の関係から生成する演劇の儀式
感）」1において、「儀式感はシリーズの儀式から生まれた感覚であり、人々の思想、情緒、
行動に影響を与える。儀式感は起源が宗教儀式であるが、現在はさまざまな人間活動にも現
れており、日常生活で最も象徴主義と形式主義をもって表現された現象である。」と論じた。
唐萍は「浅谈舞台主持和仪式感（司会と儀式感を論じる）」2において、「儀式感は儀式をす
る過程で生じた感性的な心理活動である。儀式作法で用いられた様々な芸術形式（場面、言
語、音楽、美術など）によって心の中に審美的感覚を呼び起こすことが可能である。そこで
人間の内在と外在が結合されるのである。」と美学の分野で儀式感を論述した。張福萍と李
高华は「西方现代戏剧与戏剧中的仪式感（西洋現代演劇と演劇における儀式感）」3で、儀式
と儀式感は 20 世紀の実験劇場の演出と評論で流行しているテーマだと指摘し、演劇におけ
る儀式感を論じた。彼らは「儀式感は簡単に定義することができない」と考えているが、演
劇における儀式感の三つの形式を分析し、儀式感を重視することは現代社会の価値観に対
する批判であると述べた。王晓丹は「论旅游中的仪式与仪式感（旅行の儀式と儀式感）」4で、
「儀式感とは、儀式あるいは儀式性の出来事に対して、人間が実際に参与・観覧することで、
特定のコンテクストに入って、自身の認知・情感・行為の三者が一体になる時に生じた混沌
的な心理状態である。」と論述している。 
また、研究者崔露什の「仪式感的现代性解说（モダニティ儀式感の解析）」5は哲学と美学
 
1 石慧「从观演关系浅谈戏剧的仪式感与营造」艺术科技杂志社『艺术科技』网络出版时间：2014-03-01  p.188 
2 唐萍「浅谈舞台主持和仪式感」西部广播电视杂志社 『西部广播电视』2016 年第 7 期 pp.144－pp.145 
3 張福萍、李高华「西方现代戏剧与戏剧中的仪式感」吉林省艺术研究院『戏剧文学』2013 年第 10 期 pp.82－pp.85 
4 王晓丹「论旅游中的仪式与仪式感」东北财经大学 2014 年 
5 崔露什「仪式感的现代性解说」陕西师范大学、2012 年 
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の視点から儀式感を分析した。崔によれば、儀式感とは、儀式、芸術形式、特殊な時間、場
所、行動と巫術、宗教、倫理などを通じて何らかの価値体系に根拠を置きつつ、相応する恐
怖感、神聖感、調和感などの情感を生じるものだという。さらに、そのなかでは、「儀式感」
は「モダニティ」と関連しているという点が、筆者の「儀式感は不変の概念ではない」とい
う考えと一致している。その上で筆者は、ベンヤミンとフーコーの社会形態が変動する際に、
人間の集団的イメージとエピステーメーも変化するという考えを踏まえて、「儀式感」概念
の変化は社会形態の変動に伴った結果だと考えている。 
本稿は「儀式感」という言葉の使用頻度が急増しているという社会現象から、「儀式感」
という概念の表現、評価、外的構成と内的形成原因などを考察する。結論から見ると、「モ
ダニティ儀式感」概念は「伝統儀式感」から派生したものであり、「儀式感」は決して不変
ではなく、社会形態の転換に従って変化する概念であることが確定される。また、中国で「モ
ダニティ儀式感」が興る原因は、社会形態の変化、伝統文化の消失と中国人のアイデンティ
ティを確認し始めることにまとめられる。 
 
1.「儀式感」について 
 
1.1 現象 
「仪式感（儀式感）」という言葉は中国で 2000 年頃から多く使われるようになった。2020
年 1 月 18 日時点で、Google で「儀式感」を検索すると、それに関する情報は 18,600,000 件
が出てくる（ちなみに 2016 年 10 月 23 日までは 790,000 件である）。中国最大の検索エンジ
ン Baidu（バイドゥ）6で「儀式感」を検索すると、関連情報は 67,100,000 件ある（2016 年
10 月 23 日までで 11,400,000 件である）。儀式感という言葉が使われるようになった原因に
ついては、筆者は経済と文化のバランス関係が関わっていると推測している。中国は 1987
年からの「改革開放」政策が実施にされるにつれて、経済が急速に発展を続け、わずか 30
年で、世界第二位の経済国になった。経済が急速に発展するとともに、中国では様々な社会
問題も集中的に勃発した。効率論、結果論を重視し、伝統的な文化が失われ、文化・教育方
針などが西欧化（あるいは欧米化）し、多くの問題が現れた。 
近年、主に 2000 年から、中国では国民は生活への基礎物質の需要がほとんど満たされ、
国民生活が全面的に上がっている。中国の経済がモデルチェンジするとともに、GDP と経
済成長のスピードも遅くなってきた。こういった状況の中で、長い間無視されていた精神、
心の方面がもう一度重視され、「儀式感」という言葉が興ってきていると思われる。 
中国最大の検索エンジン Baidu のデータ分析「Baidu 指数『儀式感』の言葉の検索指数7変
化図（2011 年 01 月 01 日―2020 年 01 月 03 日）」（図 1）によると、「儀式感」という言葉は、
2011 年から全体的に上昇状態にあり、平均値は 413 である。今までの最高値は 2018 年 08
月 13 日―08 月 19 日の週で、2105 であった(図 2)この中で注目されるのは、2011 年 01 月 01
日―2015 年 10 月 25 日までの検索指数の平均値が 183 であることである。（図 3）2015 年 10
月 26 日―11 月 01 日の週に、検索指数が一躍に 377 になり、初めての高峰を迎えた。（図 4） 
 
6 Baidu 百度（バイドゥ、Bǎidù）は中華人民共和国で同国最大の検索エンジンを提供する企業である。創業は 2000 年
1 月で本社は北京市にあり、その他「百度百科」、「百度入力方法」なども提供している。全世界の検索エンジン市場にお
いて、Google に次いで第 2 位（米 comScore 社、2009 年 8 月調べ）、中国国内では、Google（谷歌）を押さえて最大のシ
ェアを占める。情報源はウィキペディア「百度」項である。 
7 検索指数は、ネットユーザーのキーワードに対する関心程度と変化状況を表したものである。 
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また、この言葉を使うコミュニティの情報もある。地域から見ると、この言葉を検索する
人たちは主に中国の沿岸部の経済発展地域に集中している（図 5）。年齢の分布図（図 6）を
見てみると、20 代が一番多く、約 53.91％を占め、その次は 19 歳以下の年齢層であり、約
23.08％であることが分かる。そのほかは 30 代が 19.29％、40 代 3.06％、50 代以上の世代が
0.66％である。TGI 指数8からすれば、年齢層が低いほど TGI 指数が高いことが分かった。
つまり、主に若者たちの間で「儀式感」という言葉は使用されているのである。男女の分布
図（図 7）から、男性より女性の方が「儀式感」という言葉を好んでいるという傾向が見ら
れる。 
 
【図 1】 Baidu 指数「儀式感」という言葉の検索指数変化図9 
（2011 年 01 月 01 日―2020 年 01 月 03 日） 
 
8 TGI（Target Group Index ターゲットグループインデックス）データは KANTAR MEDIA（旧 BMRB）が 1969 年より
開始し、現在世界 60 カ国以上で展開する世界最大のシングルソースデータである。消費者の好み、態度、習慣、動
機、および行動を網羅する。――Oxford Reference 「Target Group Index」項。 
https://www.oxfordreference.com/view/10.1093/oi/authority.20110803102130654 2020 年 1 月 24 日閲覧 
9 図 1‐図 7 は Baidu 指数「儀式感」検索指数変化図。
http://index.baidu.com/v2/main/index.html#/trend/%E4%BB%AA%E5%BC%8F%E6%84%9F?words=%E4%BB%AA%E5%BC%
8F%E6%84%9F 2020 年 1 月 03 日閲覧 
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【図 2】 2018 年 08 月 13 日―08 月 19 日「儀式感」の検索指数図 
 
【図 3】 2011 年 01 月 01 日―2015 年 10 月 25 日「儀式感」の検索指数図 
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【図 4】 2015 年 10 月 26 日―11 月 01 日「儀式感」の検索指数図 
 
       【図 5】 Baidu 指数「儀式感」言葉の地域分布図 
（2013 年 07 月 01 日―2020 年 01 月 03 日） 
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【図 6】 Baidu 指数「儀式感」言葉のコミュニティ年齢状況図 
            
【図 7】 Baidu 指数「儀式感」のコミュニティ男女状況図 
 
儀式感という概念が提起される場としては、個人のブログ、文章、雑誌評論などの様々な
形式が存在するが、日常生活のなかで、現代人がより多くの現実の利益を求めて、精神的な
物を無視することで、精神と物質のバランスがうまく取れないという現象を批判する時、
「儀式感」という言葉が使われることが多い。この言葉の使用者は、中国、中国香港、中国
台湾、さらにマレーシア、シンガポールの人にもいる。従って、漢語圏の人々は「仪式感（儀
式感）」という言葉に対するある共通の認識を持っていることが推論できる。 
 
・応用面 
儀式感を持つ出来事といえば、まず儀式から考えざるを得ない。近年、中国では、子供の
入学式、成人式、祝日などのような「晴れの日」に、伝統的な儀礼を行うことが流行してい
る。伝統的な儀礼がされる際、例えば、入学式の時、「礼記」など伝統書籍による、正衣冠
（衣冠を正す）、拜师礼（師匠に礼をする）、净手净心（水をとり、手と心を清め）などの儀
式に対して、人々は「儀式感がある」と言う。 
なお、現在は伝統的な儀礼以外にも、人々は積極的に儀式を探し求め、作っているため、
日常的、個人的な出来事にも儀式感が存在している。例えば、「一人暮らしでもちゃんとご
飯を作り、ミシュラン三つ星のレストランのように盛り付け、最後にスマホで一枚の写真を
千葉大学大学院人文公共学府 研究プロジェクト報告書 第 349 集 
『イメージとポリティクスⅢ』 2020 年 pp.52-83 
58 
 
撮る」といったことや、「毎回の旅行は必ず目的地の土を一つの小さい、透明な瓶に入れ、
持って帰る。帰った後、きちんとテープを貼り付け、日付と地名を書いて保存する」といっ
たことである。 
音楽の方はアナログレコードが再び流行している。ウェブの記事には、「レコードの復活：
2000 年代後半に入ってから、音楽はデジタル配信が主流となり、CD の売り上げは落ち始め
た。一方アメリカのインディーズミュージシャンたちがアナログレコードで新譜をリリー
スするなどの動きが広がり、アメリカのレコードの売り上げは 2005 年の 100 万枚で底を打
ち、2013 年には 610 万枚に増えた。また、若者の間にレコードが格好良いというイメージ
が広がった結果、世界のアナログレコードの売り上げは 2006 年の 3400 万ドルで底を打ち、
2013 年には 2 億 1800 万ドルに跳ね上がった」10とある。中国でも、多くの人々が、アナロ
グレコードを放送することに対して儀式感があると思っている。「ポイントは放送の儀式感
である。……まず一枚のアナログレコードを取り出す……ポータブル蓄音機において……
選曲できなくて、録音の順番で聞くしかない……取り扱い方法も複雑化し……この過程に
参与感と儀式感がたっぷり……」11 
ファッションの方は、近年中国大陸においては、「漢服文化復興運動」と「漢服ブーム」
という文化運動が興っている。漢服（かんふく、簡体字：汉服）は、漢民族の伝統的な民族
服、漢民族が代々着用していた民族衣装の名称として用いられる。また漢装（かんそう）と
も言う。漢服とは「黄帝が即位してから 17 世紀中期（明末清初）まで、漢族の主要な居住
地において、“華夏―漢”文化を背景と主導的な思想とし、また華夏の儀礼文化を中心として、
自然の変化を通して形成された独特な漢民族の姿と性格を持つ伝統的服装及び装飾物」12の
ことである。21 世紀に入って、中国の国力の発展、民衆生活のレベルが上昇すると共に、
漢服文化の復興運動が始まった。主に若者世代に漢服ブームが起きている。それに伴い、関
連する産業のスケールも徐々に拡大している。2018 年、漢服愛好者は 204.2 万人になり、中
国最大のオンライン・マーケット集団「アリババ集団」のネットモール「タオバオ（TAOBAO）」
では、漢服のネットショップは 815 店に至る13。 
 
【図 8】2015―2018 年中国ネットモール「タオバオ」中の漢服店の数量一覧14 
 
10 「2 億 1800 万ドル －なぜ今？ アナログレコード大ブームの理由」吉田洋平＝文 ライヴアート＝図版作成 
PRESIDENT 2015 年 2 月 16 日号 2020 年 1 月 24 日閲覧 http://president.jp/articles/-/14910 
11
 「黑胶的逆袭――听音乐本来不是一件简单的事（アナログレコードの逆襲――音楽を聴くことは元々そんなに簡単な
ことではない）」 捉蛋网 2020 年 1 月 24 日閲覧
http://www.zhuodown.com/a/anzhuozixun/xingqing/2016/0809/35255.html 
12 「漢服のはなし」 中国文化センター東京 2020 年 1 月 24 日閲覧 
https://www.ccctok.com/pickup/%E6%BC%A2%E6%9C%8D%E3%81%AE%E3%81%AF%E3%81%AA%E3%81%97/ 
13 「2018 年中国汉服爱好者数量激增：市场规模达 9.21 亿元，女性为主」2020 年 1 月 24 日閲覧
https://new.qq.com/omn/20191227/20191227A06WAK00.html 
14 「2018 年中国汉服爱好者数量激增：市场规模达 9.21 亿元，女性为主」2020 年 1 月 24 日閲覧
https://new.qq.com/omn/20191227/20191227A06WAK00.html 
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また、漢服文化祭、西塘汉服文化周など漢服文化活動の参与人数も年々上昇し、地方の観
光業と協力関係を結び、新しい文化観光産業を創り出している。 
 
           【図 9】 部分漢服文化祭一覧表 
 
漢服の愛好者たちは、漢服と漢服関連の伝統儀礼に「儀式感」が含まれていると思ってい
る。「漢服愛好者墨亭が、（漢服が流行っている原因は）現代人が儀式感の喪失と自分の民族
文化との関係を認め始めた点にあると思われる。ある特定の時間に、ある特定の服を着る、
ある特定の食品を食べるなど、これら『祝日』の伝統は、現代社会のハイスピードな発展で
衰退した。中国の長い歴史に誕生した漢服は、現代人が儀式感を探す時の選択肢になる」15。
また「ある地方の若者たちに、漢民族の伝統結婚式の儀礼を従うグループウェディングは高
い人気と注目度を集めた。人々は儀式感を求めると同時に、優秀な中華伝統文化の魅力を感
じている」16と述べる。 
現在の茶文化の領域においては、日本の茶道、中国のカンフー茶が寵児になっている。面
白いことに、手造りコーヒーも人気がある。「手造りコーヒーと言えば、三つの穴のボウル
と chemex ポットを思い出す。そして、コーヒーを淹れる際の決まった手順、バリスタがお
 
15 「穿汉服的年轻人越来越多了，但这也许跟潮流无关」2020 年 1 月 24 日閲覧 https://www.tmtpost.com/4182993.html 
16 「汉服热：“小众不小”衍生“大产业”」2020 年 1 月 24 日閲覧 http://www.xinhuanet.com/fortune/2019-
09/18/c_1125009216.htm 
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湯の流れを観察する時の専心な姿などに、私たちは、手造りコーヒーがもたらす、厳粛な儀
式感を感じる」17。これはある手造りコーヒードリップスタンド発売の宣伝の文章だが、儀
式感という言葉を使ってその価値を訴えかけている。また「お香を鑑賞する」、「深度がある
旅行」などのような活動も、人々は「儀式感がある」と見なしている。 
以上の事例を踏まえ、大衆は「儀式感」に対してどのように評価しているのか、これらの
活動の一体何が、現代中国人にとって「儀式感がある」と思われているのか、という疑問を
持ちつつ、「儀式感」を検討したい。筆者はまず大衆の「儀式感」に対する評価を手始めに、
一般人の「儀式感」概念に対する理解を整理する。 
  
1.2 評価 
SNS には、「儀式感」に対する態度がいくつか見られる。筆者はそれらをポジティブな評
価とネガティブな評価に分けて論述する。 
ポジティブな評価：今の SNS で、「儀式感」という言葉を入力した後現れる、関連の文章
には、「儀式感」にポジティブな評価がかなり多く、これが主流の態度だと考えられる。例
えば：「仪式感到底有多重要？（儀式感は一体どれくらい重要なのか？）」18「仪式感是一种
精神文化（儀式感は一種の精神文化だ）」19「你觉得生活无趣、是因为少了些仪式感（あなた
が退屈だと思う原因は儀式感が欠如しているからだ）」20「仪式感让你的生活成为生活而不
是生存（儀式感があなたを生存から生活に転換させる）」21『生活需要仪式感（生活には儀式
感が必要だ）』22などの文章では、儀式感は現代人を現代社会のハイスピードから脱出させ、
自分の生活テンポを探すのを助けると述べて、儀式感の作用を肯定する。「仪式感其实是体
验生活意义的一个工具、尤其在感情之中、更需要仪式感的存在。（儀式感は、生活の意味を
探る道具だ。特に人間感情の中に、儀式感の存在は必要だ）」23これらの文章は、儀式感は現
代社会の生活と相反の精神価値として存在し、現代人が完全に資本主義商品経済の嵐に巻
き込まれることに抵抗する一つの表現と見なされる。 
一方、儀式感に対してネガティブな見方もある。例えば、中国の有名な Q&A サイト「知
乎」には、「仪式感被那么强调、有没有人不喜欢仪式感的？（よく『儀式感儀式感』と強調
して、儀式感が嫌い人はいないの？）」24という投稿がある。この投稿のコメント欄に、ネッ
トユーザー「拖延症患者」は以下のコメントをした： 
「我也不喜欢仪式感 
什么毕业典礼 婚礼什么的 打心里都不愿去 
仪式又怎么样 只是当时像打了一针鸡血一样热血沸腾 完事了还是和往常一样 
尤其是婚礼 又哭又下跪的煽情一回 回家以后该打打 该离离 
仪式就是给人一种错觉 有些人觉得这些错觉是真的 
（はい、私も儀式感が嫌いだ。卒業式とか結婚式とか本気で行きたくないです。儀式なん
て一時的に血気盛んなだけで、その後また以前の生活に戻るんじゃない。特に結婚式で泣い
たり、跪いたりしてとても感動するシーンがあっても、家に戻ったら、また喧嘩したり、離
 
17 「关于手冲，让它来定义新的仪式感（手造りコーヒーについて、これで新たな儀式感を定義する）」2020 年 1 月 24
日閲覧 http://www.diaox2.com/article/4948.html 
18 「仪式感到底有多重要？」2020 年 1 月 24 日閲覧 https://www.jianshu.com/p/d2576c155441  
19 「仪式感是一种精神文化」2020 年 1 月 24 日閲覧
http://www.360doc.com/content/19/0117/20/57350725_809533226.shtml 
20 「你觉得生活无趣，是因为少了些仪式感」2020 年 1 月 24 日閲覧 
http://www.360doc.com/content/17/0719/07/32150962_672477062.shtml  
21
 「仪式感让你的生活成为生活而不是生存」2020 年 1 月 24 日閲覧
https://baijiahao.baidu.com/s?id=1616555299937923688&wfr=spider&for=pc 
22 李思圆『生活需要仪式感』山东文艺出版社 2017 
23
 「仪式感让你的生活成为生活而不是生存」前掲書 
24 https://www.zhihu.com/question/62942253 2020 年 1 月 24 日閲覧 
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婚したりするんじゃない、儀式というのは錯覚を生ずるものだ、人は勘違いしてそれを真実
だと思っている）」 
このコメントから、一部分の人は儀式感が強調され過ぎた結果、内容と主題よりも、外的
形式だけを重視して、フォーマリズムになってしまう危険性があるのではないか、と心配し
ていることがわかる。しかしながら、「知乎」には、「形式主义和仪式感有什么区别呢？（儀
式感とフォーマリズムの区別は何だろう）」25という質問もある。そのコメント欄から見る
と、多くの回答者は、この両者の違いが分かっており、きちんと区別することができている。 
また、儀式感を強調し過ぎると、人間の創造力にマイナスの影響を与えるのではないかと
いう心配もある。周丹萍「仪式感对个体创造力的影响机制研究（儀式感による人間の創造力
への影響メカニズムに関する研究）」26では、「仪式感的好处文章电影中随处可见、可在呈现
形式上却大多千篇一律。但每个人的心里对幸福的定义往往千差万别、在仪式感的渲染下、过
幸福生活的方式却仅仅是“喝杯茶、吃个饼干”等、那么个体的创造力去了哪里？（儀式感の
いいところは、文章と映画にはよく見える。ただ、展示の形式がかなり単一である。人の幸
福に対する定義はそれぞれ違うのに、儀式感ブームの影響で、幸せの生活形式は『お茶を飲
む、クッキーを食べる』という一種類の方式にすぎないとされている。個人の創造力はどこ
に行っただろう）」27と指摘している。つまり、儀式感を強調すると、人間の創造力が縛られ
ると思われる。 
筆者は、これらの「儀式感」に対してネガティブな評価をする原因は、彼らが「儀式感」
を不変の概念と見なしているからだと考えている。「儀式感」概念の歴史的な変化を無視す
ると、「儀式感」の意味、構成を勘違いし、「儀式感は束縛」、「儀式感の形式は単一」、「儀式
感は一時的で血気盛ん」などのマイナスイメージが生ずる。「儀式感」は決して不変の概念
ではないものである。世界の脱魔術化の進展によって、その意味、表現、核心価値と形成の
プロセスなどは古い時代の「儀式感」概念と比べずいぶん変化した。筆者は中国の研究者崔
露什の「仪式感的现代性阐释（モダニティ儀式感の解析）」を参考に、崔氏の現代社会にお
ける「儀式感」は、モダニティの特性を持つため、「モダニティ儀式感」と呼ぶのがより適
切であるという指摘に同意する。つまり、現在中国人が言っている「儀式感」は、実際には
「モダニティ儀式感」である。 
本稿は、「モダニティ儀式感」と伝統儀式感の区別、形成原因、受容過程などの問題を分
析することを通じて、現代人が言う「儀式感＝モダニティ儀式感」の概念を確定する。 
 
2.「儀式感」 
 
本章では儀式概念の特徴を援用しながら、伝統「儀式感」の意味、表現、構成を検討し、
また「モダニティ儀式感」概念を形成する基礎と前提を論述する。 
 
2.1 儀式 
2.1.1 概念 
儀式と儀礼という二つの言葉は、中国語においてはどちらも「仪式（儀式）」と呼ばれる。
日本語においても、一般に日常的に使われる場合には、はっきりとした区別は困難である。
西欧語においては、たとえば英語では「ceremonial」と「ritual」二つの単語がある。ここで
は、儀式と儀礼の概念と関係を整理する。 
 
25 https://www.zhihu.com/question/317967928 2020 年 1 月 24 日閲覧 
26 周丹萍「仪式感对个体创造力的影响机制研究」修士論文 上海交通大学 2018 年 1 月 
27 同上。p.1 
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中国の辞書『现代汉语词典』28では、「仪式  yí shì 名 举行典礼的程序、形式：授勋～｜
～隆重」と解釈する。 
日本の『大辞林』第三版29では、以下のように説明されている。 
 
儀式：①一定の作法・形式にのっとって行われる行事。慶弔に際して行われる行事や組
織体が行う行事など。「－を執り行う」②朝廷で行う公事・祭事の礼式作法。また、そ
れを定めた書。「貞観－」 
儀礼：①一定の形式にのっとった規律ある行為・礼法。礼儀。礼式。「外交－上必要な
手続き」②聖なるものとかかわる慣習的・宗教的行為。「通過－」 
 
さらに、『世界大百科事典』第二版（平凡社）では、「儀礼」の項目で以下のような詳しい
説明がなされている。儀礼の一般的な定義は「宗教的な儀式や、一定の法にのっとった礼式」
を指す。過去一世紀の文化人類学者たちの研究によって明らかになったのは、儀礼が「日常
生活の中の言語や通常の技術的道具などでは表し伝えない、社会の連帯といった価値や、結
婚・死といった重大なる事件を明確に表現し、心に強く刻みこむ働きを持つ」ということで
ある、また、経済的交換、戦争、社交や挨拶といったものにも儀礼的要素が含まれており、
儀礼として理解されることができ、儀礼研究の対象となっている30 
青木保は『儀礼の象徴性』の中で、儀礼と儀式について、以下のように整理している。 
  
「儀礼」と「儀式」という、これまで社会人類学でさまざまに論じられてきた問題に
対して、両者を分けて考える必要があるとすれば、一方の極に、超越的なまた象徴的な
事象と大きくかかわる、旧来考えられてきた「儀礼 ritual」をおき、他方の極に、「儀式」
をおいて、パフォーマンスを含む日常的な出来事と重なるレベルを含むこととする。こ
の全体を指して、儀礼 ritual という用語をあてる。しかし、実際に用いるときには、時
と状況に応じて、この 2 つのことばを、そこに示された形式と内容の性質によって使い
分けてゆくということにしておく31 
 
以上の概念と論述を整理すると、儀式は儀礼の一部分、儀礼過程の中で具体的な作法であ
り、狭義的な儀礼と考えられる。そして社会人類学の理論の中に、儀式の概念と研究が拡大
され、儀礼（ritual）理論になる。 
 
2.1.2 分類 
儀礼の類型と応用範囲はかなり広く、いろいろな形で人類の社会生活の中に存在する。国
際事務では国家間の協約書の署名、国家首脳の会談、オリンピックの開会などの場合、儀式
を行うことが必要である。宗教の領域では、組織化された宗教の「崇拝」や「秘蹟」といっ
た儀礼がよく知られる儀礼であり、「礼拝」「祈祷 」など種々の儀式を含む。また社会的な行
為として、「陪審審理」、「死刑執行」、「学術的シンポジウム」といった具体的な目的をとも
なって開催される活動にも各種の伝統や規定に由来する象徴的行為が多く含まれており、
部分的に儀礼的な性質が含まれていると考えられる。個人の場合、誕生、七五三、結婚式、
葬式などの儀式は、個人が社会生活を営む中で必要とされている場合が多い。さらにもっと
日常的な握手、挨拶などの行為も儀礼として考察され得るものである。 
 
28 『现代汉语词典（第 6 版）』商务印书馆、2015 年 3 月 
29 松村明編『大辞林』三省堂、2006 年 
30 『世界大百科事典 第二版』平凡社、2006 年「儀礼」の項による 
31 青木保『儀礼の象徴性』岩波書店 2006 年 第 1 刷 p.49  
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宗教学においてはエミール・デュルケームの「聖なるもの」と「俗なるもの」の観点から、
儀礼は宗教儀礼と世俗儀礼に分類される。 
文化人類学においては、儀礼の類型を通過儀礼（Rites of passage）と強化儀礼（Rites of 
intensification）に分類して研究が進められてきている。32 
通過儀礼について、『世界大百科事典』第二版（社）では以下のように解説している。 
 
人の一生には、誕生、命名、成人、結婚、死などいくつかの節目があるが、こうした
節目は、個人が生活する社会内での身分の変化と新しい役割の獲得を意味している。そ
のためいかなる社会でも、人生の節目の通過に際して、その平安を保障し新しい身分へ
の移行を公示する目的で、それに応じた儀礼を行っている。狭義には、このような個人
の成長過程にともなって行われる人生儀礼のことを通過儀礼と呼ぶことが多い。広義
には、ある場所から他の場所への通過(川を渡る場合や村を通るときなど)や、国王や族
長の戴冠や就任(身分の変化)などに際して行われる儀礼も通過儀礼のなかに含まれる。
33
 
 
通過儀礼はさらに分離儀礼、過渡儀礼、および統合儀礼で構成される。 
従って、通過儀礼は、人間の身分転換の重要な手段である。結婚式を例にあげるなら、現
在の日本人の結婚式は神前式、仏前式、教会式と人前式がある。以上の四つの類型は宗教原
因に影響され、場所がそれぞれ違うが、一つの共通の特徴がある。神、仏、親友は結婚する
二人の証明者である。証明者の前で誓いをする時、二人の身分が転換する。自分は「夫」、
「妻」となる、という意識を喚起し、家族責任、社会の一員としての責任などのアイデンテ
ィティを強化する。 
通過儀礼が人間の身分転換を意識化し告知する手段であるとするなら、強化儀礼はある
集団の既存の共通認識を強化する手段だと言える。アメリカの人類学者チャプル
（E.D.Chapple）とクーン（C.S.Coon）は、各文化に見られる種々の年中行事を、季節の推移
が社会生活にもたらす危機を克服しようとするものだとして、これを強化儀礼と呼んだ。そ
して『日本大百科全書』（小学館）の中の、儀礼の項の「儀礼の分類」によると、強化儀礼
は集団が状況の変化によって生じる危機を克服する儀礼（生産儀礼、戦争儀礼など）である
34。 
  
2.1.3 基礎構成と構成関係 
儀礼の範囲は広く、種類は多様であり、特徴もたくさんある。儀礼の構成要素については、
専門書の中で様々に論じられているが結論が共有されるには至っていない35。たとえばキャ
サリン・ベルは、儀礼を「形式主義」、「伝統主義」、「不変性」、「規則統御性」、「聖なる象徴」、
「パフォーマンス」によって特徴づけている36。本稿は、それらの先行研究も踏まえた上で、
儀礼の基本的な特徴を、以下の四つの基本構成要素にまとめた。 
1.礼拝対象（神聖性） 
2.特定の時間と場所（現地性） 
3.固定的・反復的なプロセス（象徴性、形式性） 
 
32 William A. Haviland Cultural Anthropology: The Human Challenge Wadsworth Pub Co 2013 
33 『世界大百科事典 第二版』平凡社、2006 年 「通過儀礼」の項による。 
34 『日本大百科全書（ニッポニカ）』小学館、1987 年「儀礼」の項による。 
35 儀礼と儀式を構成する要素は多岐にわたり、図像、色彩、踊り、音楽、言語など、各要素はいろいろな儀礼の特性
を代表するので、儀礼・儀式の構成要素をまとめることは困難である。 
36 Bell, Catherine (1997). Ritual: Perspectives and Dimensions. New York: Oxford University Press.  pp. 138–169 
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4.時間ゾーン（時間性） 
以下、各要素について具体的に説明していく。 
 
1）礼拝対象（神聖性） 
社会学者のデュルケームは、宗教現象について、次のように分析している。 
 
宗教現象は、当然に、二つの基本的範疇すなわち信念と儀礼とに排列される。前者は
意見の状態であって表象から成立している。後者は一定した行動の様式である。この二
等級の事実の間にあらゆる差異があって、思考を行動から分離するのである。37 
 
儀礼の構成要素について、筆者はエミール・デュルケームの宗教を信念と儀礼という二つ
の概念に分類する38二分法を援用し、儀礼を礼拝対象と儀式（具体的な作法）に分類する。
そして儀式の作法の構成要素については、基本的に、特定の時間と場所（現地性）、固定的・
反復的なプロセス（象徴性、形式性）、時間ゾーン（時間性）の 3 要素に分類する。 
儀礼は、必ずある礼拝の対象とその対象への信念で支えられており、儀式の中にただ作法、
道具などの形式があるだけで信念がない場合には、それは儀礼にはならない、ただの形式主
義の活動となる。 
礼拝対象とは、儀式を行う際に、儀式の実施者と参加者の共通意識、価値観、信念を映す
対象である。この対象は神、自然環境、人間、精神、階級など、具体的なものと抽象的なも
のどちらとも限らない。そして、巨大な神像彫刻、絵画、経文、領袖の写真などは、全部物
質化された礼拝対象である。 
宗教儀式の中で信徒たちが神を礼拝する、昔の皇帝巡幸の時は庶民が皇帝を礼拝する、こ
のような分かりやすい儀礼と比べ、ある種の儀礼の意味は少々興味深く、特に考えなければ
気にならない。これはつまり、礼拝という行為をするが、礼拝対象が分からない場合である。 
例えば、「七五三」「卒業式」「結婚式」などの通過儀礼は、明らかな礼拝物がなく、実は
儀礼の参与者がなにを礼拝するのかとよく迷っている。 
まず、通過儀礼の作用は身分転換、意識喚起、そしてアイデンティティの確立と強化であ
ることを確認する。儀礼で人間の各段階と状態を区別することから見ると、人間は、知らず
知らずのうちに生じている人生の変化に礼拝していると言える。私たちは、昨日と今日との
自分になにか違いがあることになかなか気づかないが、いつの間にか背が伸びていてもう
成人になっていたり、いつの間にか結婚をして一人ではなくて二人になっていたり、いつの
間にかもう年を取って仕事から退いていたり、このような変化を詩、文章で感嘆するのと同
様に、人間はこの「摩訶不思議の世界」と「不思議の変化」を礼拝する。もう一つの例は芸
術という人類文明の代表物である。芸術は中世の貴族階級、現在の中流階級の先進な精神世
界の代表であり、美術館に行きマスターの芸術作品を鑑賞することは実に人々の芸術と芸
術が代表する階級に対する崇拝である。 
 
2）特定の時間と場所（現地性） 
特定の時間と場所に対する理解： 
1．「特定の時間」には普遍的に二つの状況がある。 
一つは、ある規定された期日、毎年の暦の中のある日、「何時何分」である。この状況は
世界中の政府、民間と個人の暦の中でよく理解できる。「6 月 8 日、世界海洋日」「12 月 25
 
37 エミール・デュルケーム 著 古野清人訳『宗教生活の原初形態 上』岩波書店 2014 年 第 12 刷 p.71 
38 同上。 
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日、クリスマス」「3 月 17 日、結婚記念日」など、このような例は一般的にも理解しやすい。 
もう一つの状況は特定の条件が揃い、準備が整った時間である。ある儀礼は儀式の作法を
満たすことが必要である。例えば、日本の建築儀礼の地鎮祭は、土木工事や建築などで工事
を始める前に行い、その土地の神（氏神）を鎮め、土地を利用させてもらうことの許しを得
る。この儀式の過程中の特定の時間は「工事を始める前」である。そして昔の集落は狩猟し
た後、獲物を祭祀品として祭祀儀式を行い、これで神明を感謝する気持ちを伝えた。その祭
祀儀式の特定の時間は「狩猟し、獲物をもらった後」である。このような状況はマクロの視
野で見ると時間点が固定ではないが、儀式のプロセスから見ると、その時間は相対的に固定
されたものである。 
そして、このような特定の時間に行う儀式には、繰り返し行われ、時間が経つにつれて、
ある固定的な伝統となった例がたくさんある。代表的なのは、中国、日本、タイなど東アジ
アと東南アジアの国の陰暦の節気である。中国の陰暦はかつての中国の農民たちが中国地
域の気候規律によって、農耕作業、生活事務などを指導してきた産物である。時間がたつに
つれて、陰暦中の幾つかの節気は固定され、お祝いの活動が祭として行われ、文化的な意味
が加えられ、大衆に受け入れられて祝日となった。 
2.「特定の場所」に対する理解にも同じく二つの状況があるが、同時に満たすことができ
る。 
一つは特殊な意味があり、指定される場所である。歴史的事件があった場所で活動を行う
のは元々記念の意味で、礼拝の意味を付与する。そのような場所で儀式をすることは、参与
者に信念を伝える効果を強化する。 
もう一つは、儀礼の信念をそのままに伝えるために、儀式の作法が道具と場所に対するあ
る条件を満たすことが必要である。例えば、式の中で必要な道具の使用、人数と席数などの
条件である。つまり特定の場所は儀式の作法の需要を満足できる場所を示す。 
 
3）固定的・反復的なプロセス（象徴性、形式性） 
儀式中で、昔から今に至るまで保持されている重要なプロセスは、人間の身振り、言語、
音楽、服装、道具等を通じて、儀礼が伝えたい信念と価値観念を象徴的に体現する。身振り
の形式では、たとえば、学校の授業前に生徒たちが起立して先生に礼をすることは、国家教
育と教育者に対する尊敬の意味を象徴する。そして農耕儀礼、狩猟儀礼、漁労儀礼を行う時、
天、地、林、海など自然に対し、お酒、米、魚など自然にもらった贈り物を祭祀品として捧
げ、自然に恩返しする。人類の自然環境に感謝する意味を代表し、そしてこの儀礼も人類と
自然の相互関係の象徴である。 
言語の形式は、貴族等の間で行われる「ごきげんよう」などの言葉の挨拶、声祷と黙祷で
する祈祷行為などである。言語というもの自身は思想をまとめ、象徴的な作用があり、そし
て行動する前の一つの確認形式と見なされる。 
服装と特殊な道具は、人間が儀礼を行う時、雰囲気を作る上で重要なものでそれらは記号
のような作用があり、ある際立つ表象で、物語、意味を象徴する。例えば、クリスマスのク
リスマスツリー、伝統的な民族衣装、象徴的意味がある食事、さらに色と形もある代表物に
なれる（例えば、赤色とか円卓と言えば、中国を連想できる、そして緑色とかサッカーと言
うと、すぐにブラジルを連想する） 
以上の象徴的な作用がある形式は時間が経つと段々と固定されて、儀礼活動中に「伝統」
「不可変」「決まったこと」になり、これは儀礼に不可欠なプロセスである。 
 
4）時間ゾーン（時間性） 
時間性は儀礼理論の中で重要な性質である。上述の「2）特定の時間と場所」の部分では
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固定的な時間は儀礼の現地性を構成する不可欠な一つの要素だと述べた。儀式をいつ行う
かということ以外に、儀式を施行する過程中にも、時間性は時間ゾーンという形式で現れる。
しかも二重の時間ゾーンが存在する。 
一つは儀式を行う過程中、一連の具体的な作法を実施することが連続的な時間ゾーンを
成立させる上で必要ということである。もう一つは儀式の受け入れ者が儀式の作法から儀
式が象徴している意味を理解するための連続的な時間ゾーンが必要ということである。 
エトムント・フッサールは『内的時間意識の現象学』39の中で、「過去把持」という概念を
提出した。フッサールは人間がある事物を充分に認識することは、その事物を脳内に「もう
一度回想」することを通じてのみ可能になると述べる。例えば、警察に先ほどすれ違った人
を聞かれた時、特に観察していなかったが、私たちは脳内で先ほどの人の特徴をもう一度回
想して、「ああ、灰色のコートを着ていたみたい」「なんか袋を持っていた」など細かいこと
を思い出して、自分がこれを通じてその人を充分に認識する。この過程には連続的な時間ゾ
ーンが必要である。 
従って、私たちの儀式の過程中には二重の時間ゾーンが必要である。第一は儀式の固定
的・反復的な作法をする時、連続的な時間ゾーンでその作法を完成する。第二にはその儀礼
の作法に対して、儀式の参加者はもう一つの時間ゾーンで回想し、そしてその作法の意味、
儀礼全体の意味、アイデンティティの形成などについて、もっと深く認識出来る。 
 
○4 つの構成要素の関係： 
1．礼拝対象は基礎であり、特定の時間と場所、固定的・反復的なプロセスと時間ゾーン
が礼拝対象に作用する。もし礼拝対象が確定できない、あるいは礼拝対象がない場合は、儀
礼はただ儀式の作法のみが残った形式主義になる。そのため、礼拝対象は儀礼の構成基礎と
言える。 
2．固定的・反復的なプロセスは儀礼の形式を代表する。儀礼は必ずある形式を通じて表
現できる。従って、儀式の作法の中で、形式は人間に一番強い印象を与えることである。 
 
1.1.4 作用 
儀礼という行動は、儀礼の四つの要素を利用し、普段の生活と異なる空間を作る。今まで
の儀礼理論の中で、類型によって儀礼の様々な役割が示された。社会的統御、相互的コミュ
ニケーションなどの役割が宗教学、文化人類学の理論の中で普遍的に認められるものであ
る。儀礼の役割について、筆者の個人的な考えでは、すべての儀礼には一つの共通の作用が
ある。それは「アイデンティティの確立と強化」である。 
しかし、この作用は一般的に考えられるように、具体的な儀式から直接にアイデンティテ
ィを確立、強化するわけではない。 
儀礼の受け入れ対象は集団と個人いずれも、儀礼の具体的な作法に参与することを通じ
て、儀礼の特有な空間に入る。その特有な空間は唯一無二の雰囲気を作り、ある曖昧で複合
的な心理感覚を生じさせる。このような心理感覚を、本稿では、「儀式感」と呼ぶ。 
儀式感はある意識を喚起し、「私は誰」「この群体の中で私はどのような立場に立つべきか」
「これからどのような覚悟を持った方がいいのか」など、アイデンティティの確立と強化に
役立つ。 
 
 
 
 
39 エトムント・フッサール 著  谷徹 訳『内的時間意識の現象学』筑摩書房、2016 
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2.2 儀式感の構成要素 
2.2.1 儀式感の表現 
興味深いのは、儀式感という言葉が広く使われる一方で、儀式感の意味、定義と表現など
学問的な論断はまだ確定していない状態だということである。中国最大のインターネット
百科事典、Baidu 百科の中で、「儀式感」という言葉の事項があるが、今は定義、特徴、作用
などの欄は全部空白状態である。従って、筆者は本稿において、これまでの研究者の儀式感
についての考察と理解をまとめ、さらに、中国のネットユーザーが儀式感という言葉を使っ
て表している実際的な心理と儀式感についての考察を参照し、儀式感の表現と特徴につい
て提示する。 
 
石慧の文章「从观演关系浅谈戏剧的仪式感与营造（観衆と役者の関係から見る演劇の儀式
感と生成）」の中では、儀式感は、一連の儀式から生まれる感覚であるとされている。この
感覚によって人々の思想、情緒と行動に影響するとしている。儀式感の起源は宗教儀式であ
り、今はいろいろな人類活動に現れて、日常生活の中では象徴主義と形式主義が最も多い存
在である。（KK1） 
張福萍と李高华は、「西方现代戏剧与戏剧中的仪式感（西洋現代演劇と演劇の儀式感）」の
中で、儀式と儀式感は 20 世紀の実験劇場の演出と評論に流行っている話題として、演劇に
おける儀式感を論じた。彼らは「儀式感は簡単に定義することができない」と考えているが、
演劇における儀式感の三つの形式を分析した。彼らは、儀式感を重視することは現代社会価
値観に対する批判と感じている。（KK2） 
そして崔露什は論文「仪式感的现代性解说（モダニティ儀式感の解析）」の中で美学の角
度から儀式感を分析した。儀式感は儀式、芸術形式、特殊な時間、場所、行動と巫術、宗教、
倫理など価値体系に寄せるものであり、相応的に恐怖感、神聖感、調和感など情感が生じる
としている。（KK3） 
王晓丹は論文「论旅游中的仪式与仪式感（旅行の儀式と儀式感）」の中で、「儀式感は儀式
あるいは儀式性の事件の中、人々が実際に参与、観覧することを通じて、特定のコンテクス
トに入って、自身の認知、情感と行為、三者が非常に一貫になる時に生じる混沌とした心理
状態である」と論述した。（KK4） 
以上の儀式感に関する研究は明確な定義を述べていないが、儀式感のある特性を指摘し
ている。そして筆者は資料を探す過程で、中国の有名な Q&A サイト「知乎」に大量の儀式
感に関する討論を発見した。儀式感に関する質問が 57 個であり、答えは 100 以上である。
私はその中に、「グッド」で賛同された人数が多くて、実際に儀式感を体験して、具体的に
述べている答えを選んだ。 
 
ネ ッ ト
ユーザー 
Q&A サイト「知乎」中、ネットユーザーによる儀式感をめぐる議論（下
線は筆者による） 
（NU1）
TerryBe 
 
（前略）イメージ的に一番強い儀式感として、「宗教」という言葉を聞く
時、頭の中にもういろいろな画面が出てくる。例えば、歴史教科書の中のナ
ポレオンの即位式の絵、宗教信徒の食事前の祈り、あるサッカー選手がゴー
ルした後の「アーメン」の手振り、教会の聖歌隊など。一方は上層階級、昔
からもう宗教で人々の行為と思想をコントロールする。他方は低層階級、い
ろんな苦境にある時宗教が彼らを助ける唯一のものになると思う。このよ
うな儀式感はより多く精神世界の信仰に関わる。だから、儀式感という言葉
の翻訳は「ceremonial sense」だ。 
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（NU2）
Akim Wu 
人類は、儀式のもたらす儀式感によって、自分に強烈な暗示をする。 
暗示は自己変革をして、集中力、反応能力、運動能力などを高める。 
（NU3） 
 
実存主義の観点から見ると、儀式は主動的な意味を授ける。儀式感がこの
意味の神聖化された状態である。儀式は主観（人々）の認めを得たら、自然
に儀式感を生じる。そしてこの儀式感から得られるのは、存在感、時間的な
感覚と必要されるなどの感覚である。 
（NU4）
青霭 
これは儀式についての個人的な考え： 
まずは儀式の定義：ある行為過程中に「直接に作用を起こす行為」と反対
の部分、行為の効果に直接影響がなく、人が自らにアイデンティティ、行為
意識の心理強化を通じて、間接的な影響を生じさせる部分である。 
儀式自体にはあまり直接作用がないが、この「気持ち」を通じて、自分に
「私は誰」「私は何をするの」など質問を聞いて、意識を強化して、余裕を
もって社会的役割に就いて、自分を律して行動する。例えば、結婚式、ある
組織に入る時の誓いなど、これらは私たち自身に自分の身分の変化を意識
させ、より早く社会の中でキャリアを築いていく。 
NU5 儀式は直接あるいは間接的に参与者にある共通の神聖体験（儀式感）を提
供して、観点、情感と念願、三者を一貫して体験させる。これは多分日常生
活の中では得られないものだと思う。 
NU6 儀式感の起源は重要さ、偉大なもの、メッセージ、概念などに対する礼拝
的な気持ちである。 
NU7 儀式感は何？私の理解では、儀式感とは煩雑な形式にもたらすバーチャ
ルプレゼンスに対する安心感である。ちょっと面倒くさいが、ちゃんと考え
て、何ものが儀式感を必要としているの？バーチャルなものだろう？いろ
いろな儀式を行う目的は何？バーチャルプレゼンスに自信を強化するた
め、簡単に言えば、暗示である。（後略） 
NU8 儀式は人心を揺り動かす力がある。人数が多い儀式はチームの闘志を燃
えさせる。戦前の動員儀式では、兵士が崇高な雰囲気にとりかこまれ、感情
を震えさせ、啓発され、荘厳感と神聖感が生じる。みんな心が熱くなり、名
誉心、誇り、責任感、使命感などの感情が一気に生じる。これらの感情を全
部まとめたら、儀式感かもしれない。 
 
以上、研究とネットユーザーの体験をまとめたが、上記から、「儀式感」という言葉には
以下の特徴があることが分かる。 
1．儀式を行う、儀式的な事件に出会う時、人々は主観的に儀式が伝える価値観を受け取
り、観点、情感と念願、三者が非常に一貫して、儀式感を生じる。（UN5） 
2．儀式感は複合的な感情であり、その中に、荘厳感、礼拝感、神聖感、名誉心、誇り、
責任感、使命感、などの感情が含まれている。（NU1、UN3、UN6、NU8、KK3） 
3．この複雑な感情は暗示になって、個人と団体のアイデンティティを確立することの役
に立つ。（UN2、UN4、UN7、KK4） 
 
2.2.2 儀式感の構成 
前節「2.1 儀式」では、儀式を形成する 4 つの構成を導き出したが、本節で儀式感を研究
するに当たり、この儀式の 4 つの構成要素を援用することによって、儀式感の構成要素を以
下の 4 つに分類する。 
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1）礼拝対象（神聖性）による礼拝感 
2）特定の時間と場所（現地性）による「一期一会」感 
3）固定的・反復的なプロセス（象徴性、パフォーマンス）による形式感 
4）時間ゾーンによる時間の流れ 
 
しかしここで強調しておきたいのは、この 4 つの構成要素以外にも、儀式感の他の表現・
感覚が、儀礼の類型と儀式の具体的な作法によっては存在することがある、ということであ
る。例えば、巫術の儀式中には、参与者には 4 つの基本の感覚以外にも巫術による神秘感、
恐怖感などの心理感覚が生じる。また、国家において重大な事態に対応する儀式の際には、
参与者、見るものには、4 つの基本的な感覚以外に、荘厳感、使命感などの心理感覚が生じ
る。例えば、1997 年 7 月 1 日の中国政府とイギリス政府が香港で行った香港返還儀式の際
には、中国の一般国民がその儀式を見た時、多くの国民は、自然に心が熱くなり、荘厳感、
使命感が生じて、中国人としてのアイデンティティが強化された。 
以下で、構成要素それぞれについて考察していく。 
 
1）礼拝対象（神聖性）による礼拝感 
礼拝感は礼拝対象の神聖性に規定された心理感覚である。礼拝感を感知するかどうかの
一つの重要な条件はこの儀礼の神聖性を認めることである。つまり、礼拝感は儀礼とその儀
式が伝える信念が受け入れられるかどうかに関わる。 
儀礼を支える信念を認める場合は、礼拝対象にたいして自然に礼拝感が生じる。もし受け
手が儀礼中の礼拝対象の神聖性を認めない場合は、その人にとってはこの儀礼はただの形
式が組み合わせられた活動に過ぎない。例えば、私たちが観光客として、ある少数民族の伝
統的な儀式に参加する時、儀式の信念に対して深い認識がないので、礼拝対象の神聖性を感
じることはなかなか難しい。ただ、一連のお祝いプロセスの中に、にぎやかさ、形式性、一
期一会感などを感じ、現地の住民の儀礼に対する真剣で敬虔な態度と礼拝行為に引き込ま
れ、「ああ、なんか儀式感にあふれている」と感じる程度である。 
 
2）特定の時間と場所（現地性）による「一期一会」感 
特定の時間と場所は儀式の一回性をもたらし、その性質が人々に「一期一会」という心理
感覚をもたらす。日本では周知の通り、「一期一会（いちごいちえ）」とは、茶道に由来する
日本の四字熟語である。広く「あなたとこうして出会っているこの時間は、二度と巡っては
来ないたった一度きりのものである。だから、この一瞬を大切に思い、今出来る最高のおも
てなしをしましょう」という含意で用いられ、さらに「これからも何度でも会うことはある
だろうが、もしかしたら二度とは会えないかもしれないという覚悟で人には接しなさい」と
戒める言葉である。 
このことわざの意味は古代哲学家ヘラクレイトスの名言「No man ever steps in the same river 
twice（人は二度と同じ川に入ることはできない）」と同じであると理解される。万物は流転
していると考え、自然界は絶えず変化しているという「変化論」の哲学を表現している。 
儀式の「特定の時間と場所」という要素は「川に入る瞬間」である。「いま、ここ」以外
の所には「ここ」と同じ空間と雰囲気はない。そしてこれから、別の所で同様の儀式を行っ
たとしても、それは、「ここ」の儀式ではない。同じ所で行う同じ儀式でも、前回、次回も、
今回と同一ではない。儀式の作法を知っても、見たことと感じたことは少し推測、想像でき
るが、その現地にいるわけではないから、なかなか共感できない。 
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3）固定的・反復的なプロセス（象徴性、パフォーマンス）による形式感 
儀礼は必ずある形式に拠る。身振り、言語、音楽、服装、道具などが儀式の中で使われる
手段となり、これらの手段が形式を作り出す。 
形式について、ウラジスラウ・タタールキエヴィッチは『西洋六大美学观念史（西洋六大
美学観念史）』40の中で、5 つの特徴があると論述したが、ここではそのうち 3 つの外在的な
要素の論述を引用する。1．各部分の排列である。柱の排列で柱廊を構成するような形式に
なる。2．形式は感覚器官を通じて現れるものである。詩歌の音韻は詩の形式であり、詩歌
の内容は詩の意味である。3．形式はある対象の限界と輪郭を指す。形式のこれら 3 つの要
素は、儀式のプロセス中では、色彩、規格、手順などの方式によって現れる。 
形式はこの外在的な特徴以外、人間の認知活動と繋がりがある。形式が現れる時、人間の
視覚、聴覚など感覚機能を通じて、心理的な反応が生じる。この心理的な反応を、美学では、
形式感と称する。 
そして儀式感の中で、形式感は、儀礼の外在と信念を繋ぐものであり、儀礼のプロセスに
よって生じる形式感は、人間を儀式で作る独立の空間に導き入れ、人間に道徳、精神などの
方面について考えさせる。崔露什は論文「仪式感的现代性解说（儀式感の現代性の解説）」
41の中で、儀式感を、「一つの特殊な形式感」であると述べた。また儀式感は形式感を含め、
形式感の純粋な形式に対する反応という普遍的性質以外、人類の具体的な行為からアイデ
ンティティまでの橋であると論述した。42 
4）時間ゾーンによる時間の流れ 
人間が儀式という、世の中からある程度分離した空間に入る時、個人の考えや習慣に応じ
て、内的事象（考えに関するもの）についてはとても敏感になり、反対に外的事象（外で起
こっていること）については無関心な状態になる。筆者はこの状態を「濾過状態」と呼ぶ。 
人間は普段は注意力が周りの事物の間で移動し続け、時間は点の形で感じられる。例えば
「時」という単語は「点」の意味を表示する。「3 時」「5 時」という言い方はその時刻の点
を表示することが一目見ただけでよく分かる。そして「1 時間」「7 時間」という言い方は時
間の長さを表示するが、実に「時間」を「二つの点の間の長さ」と理解すれば、やはり多く
の場合には時間は「点」の方式で表現される。 
しかし、「濾過状態」に入る人は、注意力を自分が関心を持つことだけに向け続けるので、
時間を切断することなく、時間の流れがより感じやすい状態になる。特に儀式の中で「二重
の時間ゾーンがある」43という状態の下では、儀式の参与者は時間の流れが通常より強く感
じられる。 
 
2.2.3 儀式感の特徴 
儀式感の基本的定義を上で行ったが、儀式感にはさらに言えば以下の特徴がある。 
1．複合性：儀式感は単一的な感情ではない。儀礼の性質、目的、儀式の作法、特徴など
いろいろな要素が混在している。そしてそれらの混ざっている要素は人間の感覚器官を刺
激し、影響する。前述の「知乎」ユーザーの儀式感に関する論述と基礎構成の分析からも分
かるように、儀式感は複雑な心理感覚である。 
2．半透明性：儀式感自身はある雰囲気と基本のいくつかの心理感覚のみを提供する。も
 
40 Wladyslaw Tatarkiewicz『西洋六大美学观念史（西洋六大美学観念史）』上海译文出版社 2006 年 
41 崔露什「仪式感的现代性解说（モダニティ儀式感の解析）」陝西 陕西师范大学 2012 年 p.18 
42 同上。 
43
 本稿の「2.1.3 基礎構成と構成関係」の時間ゾーンのところで言及した。「二重の時間ゾーン」の一つ目は儀式の固定
的・反復的な作法をする時、連続的な時間ゾーンでその作法を完成する。二つ目はその儀礼の作法に対して、儀式の参
加者はもう一つの時間ゾーンで回想することが必要である。 
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っと具体的な感覚は、儀礼の性質によって決まる。宗教の儀式は神聖と洗礼の意味が多く、
国際間の儀式は国民のアイデンティティと誇りの意味が多く、歓迎会と送別会など個人と
団体が行う通過儀礼は成員の受け入れ、別れの意味がより多い。 
3．濾過性：儀式感は、儀式という日常とは異なる相対的に隔絶された空間の中に生じる
心理であるため、人間を「濾過状態」に巻き込む。その時、儀式感は濾紙のように、人間の
考えに関する重要なことに感覚を強め、副次的なことに感覚を弱める。結果として、頭の中
の元々混沌としていた考えは儀式感に濾過されて、少量の情緒が残される。そしてその情緒
は拡大されて、最終的には個人のアイデンティティの形成に役立つ。 
4．コンテクストの共有：儀式感に共鳴できるかどうかの一つの重要な条件は、コンテク
ストの共有である。これは芸術という概念が全ての人たちに受け入れられることではない
のと同様に、一部分の人が教育、地域文化、環境、民族、階級などに影響され、共鳴できる。
例えば、「中国で住んでいる区はどんな所ですか？」「なんか板橋区と似ている感じです」「な
るほど」あるいは、「昨日モネの絵を見た。」「ええ？本物？？」「そうだよ」「どう？伝説の
色」「さすが、とても綺麗だ」などである。以上の会話中、「板橋区」と「色」という二つの
メッセージから、二人には共通の経験と認識が存在することが分かる。「なるほど」「そうだ」
は二人がお互いにこのメッセージを認め合い、コミュニケーションを続けていることを示
す。 
二人に共通の認識が共同のコンテクストを作っているので共鳴できる。儀式感も同じで
ある。共鳴して欲しいなら、人々の共通のコンテクストが必要である。「クラシック音楽会
には儀式感がある。」は同じ中流階級の人々の共鳴であり、「オリンピックの授賞式の中に、
自分の国の国旗を見た時、儀式感を感じられる。」は同じ国の人々の共鳴である。このよう
な共同のコンテクストがある人々は一つのコミュニティになる。 
では、共通のコンテクストがないなら、共鳴できない場合は「この事物には儀式感がない」
と言えるのか。もちろん答えは否定的である。儀式感を感じることは人間の個人的経歴とい
ろいろな要素によって決まることである。言い換えれば、儀式感は元々個人の主観的な心理
感覚であり、共通の部分を見つめれば、共鳴できる。もし共通の部分がないとしても、他の
人の主観的判断を「存在しない」と否定することはできない。従って筆者は、あるものに儀
式感があるかどうかという言い方は存在しないと考えている。儀式感は強いか弱いか、私た
ちが共鳴できるかできないか、という言い方に換えた方がいいと考える。 
 
3．「モダニティ儀式感」 
 
前章では、伝統「儀式感」の意味、表現、構成を検討した上で、「儀式感」に対する基本
的了解に達した。本章は、「モダニティ儀式感」と伝統儀式感の区別を分析しながら、「モダ
ニティ儀式感」という概念を明確にする。筆者は、伝統儀式感とモダニティ儀式感の最大の
違いは以下の 2 つであると考えている。1 つは、儀式感を感じる場は、伝統儀式なのか、あ
るいは儀式化された非伝統儀式なのか。これに対して、本章の第一節は、モダニティ儀式感
の生成類型を論述する。もう１つは「受動的に儀式感を感じたのか」あるいは「儀式感を主
体的に求めるのか」という点である。伝統儀式感は儀式と儀式の核心としての礼拝価値の付
属品である。三者の強弱関係は「礼拝価値＞儀式＞儀式感」である。しかしモダニティ儀式
感はそうではない。現代社会は、礼拝価値がほとんど存在しない状態であるので、儀式感は
儀式、儀式感、礼拝価値の三者関係のリーダーである。現代人は、儀式感を求めることを通
じて、ある自分が適用できる精神価値を探す。この変化を形成する原因は何だろう。これに
対しては、本章の第 2 節で、モダニティ儀式感の形成原因を分析する。 
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3.1 モダニティ儀式感の生成類型 
1.伝統儀礼 
儀式感を持つ出来事としては、まず儀式が挙げられる。 
儀礼理論に宗教儀礼（礼拝、祈祷）、通過儀礼（七五三、成人式、卒業式、結婚式など）、
強化儀礼（国旗の掲揚式、農耕儀礼、狩猟儀礼、漁労儀礼）を含める各儀礼の式は、その儀
礼の信念と儀式の過程中に現れる性質が参加者に独特な心理感覚をもたらす。44 
近年、中国では伝統の祝日以外にも、例えば子供の入学式、成人式などの際に、伝統的な
儀礼を行うことが流行している。伝統的な儀礼で式を行う時（例えば、入学式の時、「礼記」
など伝統書籍による、正衣冠（衣冠を正す）拜师礼（師匠に礼をする）净手净心（水をとり、
手と心を清め）などの式を行う時）、人々は、この式には「儀式感がある」と言う。 
 
2.非伝統儀礼（伝統儀礼ではないが、儀礼の要素があるもの） 
「モダニティ儀式感」と伝統「儀式感」の一つの大きな区別は、「モダニティ儀式感」の
生成は、伝統儀式だけではなく、非伝統儀式を「儀式化」することによっても得られること
である。「儀式は必要ではないかもしれないが、儀式感は必要である。」これは現在の大衆が
よく口にする儀式感の重要な特徴のひとつである。伝統的な儀礼以外にも、人々はもっと日
常的、もっと私的な出来事の中で儀式感を感じる。さらに日常生活の中に儀式感を主体的に
探し求め、作っている。非伝統儀礼で儀式感を感じる方法は二つあると筆者は思う。それは
儀式性がある日常活動と芸術作品である。 
 
1）儀式性がある日常活動 
①元々儀式の要素がある活動 
例えば、「クラシック音楽の演奏会を聞きに行く時、正式な礼服を着て、なんか儀式感が
満々だ」45というものである。クラシック音楽会という活動は儀式を構成する要素が揃って
いるので、儀式性がある日常活動と言える。 
また旅行という行為は、ますます大衆に日常から逸脱し、精神の癒しを探す最高の選択に
なっている。「生活不只有眼前的苟且，还有诗和远方（生活は目の前の細々だらけではなく、
また詩歌と遠方がある）」という文は中国の若者たちの間で流行っている。中国だけではな
く、世界中の多くの若者たちは現在ハイスピードな都市生活に自分を見失っている。旅行で
生活のストレスからしばらく逃げて、「自分を探す旅」を始めることも多い。しばしば、こ
の「自分を探す旅」はある青春の儀礼のような存在になり、若者たちがこの旅を通じて、自
分がいつもの日常から逸脱し、相対独立な空間に身を置く。そして旅行途中の見聞に影響さ
れ、自分のアイデンティティを探し、確立する。儀礼理論の通過儀礼と似ているために、旅
行は儀式性がある活動と見なすことができる。このような元々儀式性があり、人間に儀式感
をもたらす活動は社会生活の各領域にある。 
 
②儀式化される日常行為 
儀式化という言葉は近年来人類学、社会学、そして心理学などの領域でますます使われる
ようになってきた言葉である。儀式化（儀礼化）Ritualization（英）は「動物どうしのコミュ
ニケーションに役だっているようなある行動パターンが、進化の過程で機能的に強められ、
 
44 儀礼の 4 つの基本構成要素「礼拝対象」「特定の時間と場所」「固定、反復なプロセス」「時間ゾーン」には分別に
「神聖性」、「一回性」、「象徴性、形式性」、「時間性」という 4 つの基本性質があり、そして「礼拝感」「一期一会感」
「形式感」「時間の流れ」という 4 つの基本感覚を生じる。（本稿のまとめ） 
45 「不可或缺的仪式感（不可欠な儀式感）」新华网转载自人民政协报 2020 年 1 月 24 日閲覧
http://news.xinhuanet.com/politics/2015-11/25/c_128465309.htm 
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明確さや精密さを増すように特殊化していくことをいう。しばしば実質的行為が象徴的な
行為に変化し、単純化、本質的部分の繰返し、一部の要素の強調といった形で現れる。この
概念は J．ハクスリーがカンムリカイツブリの求愛行動の観察をもとに提出したものである
(1914)」46。儀式化はしばしば「象徴的な行為を繰り返すことを通じてある目的を達する」
という意味があり、人類の社会生活に移行して、人間の日常活動にも現れる。 
キャサリン・ベルは「カテゴリーとしての儀礼」から「社会におけるひとつの文化的な形
態としての儀礼を作り出す『儀礼化』のプロセス」へと重点を移行させることによってこの
考え方を推し進めた。儀礼化とは、「行われていることを他の —通常はより日常的な— 
諸活動に比べて目立たせ、特権を与えるように企図され、構成された行為のしかた」である
47。キャサリン・ベルのこの儀礼化の論述中で、日常生活の中にある活動はしばしば儀式化
され、ある特権が目的としてあるのだと述べられた。筆者がこの点について補足したいのは、
ある日常活動を儀式化することは、伝統儀礼の信念が排除されて、もっと個人的な信念で代
替され、儀礼の構成要素が揃うので、儀礼と同様に儀式感を獲得できるということである。
このため、儀式的な日常活動は現在一般人が儀式感を求める際の重要な手段である。 
日常活動中の儀式感には、多くの人が共鳴できる事柄もあるし、なかなか理解できない私
的な事柄もある。SNS 中で、「なんとなく分かる」とコメントされた事例を以下に挙げる。 
「一人暮らしでもちゃんとご飯を作り、ミシュラン三つ星のレストランの食事のように
盛り付け、最後にスマホで一枚の写真を撮る」や「心の中で二つの『deadline』を設定する。
一つは最後の期限（出さなければならない期限）であり、もう一つは始めなければならない
期限である。始めなければならない期限が切れる前にいっぱい遊んで、出さなければならな
い期限が切れる前に死ぬほど頑張る。このようなことをすると、その「始める」と「出す」
の時は、なんとなく儀式感を感じる」というもの、「自分が変わることを決めるなら、実施
の日は絶対に月曜日と 1 日である」48など、このように、現代人が「なんとなく分かる」と
する例はまだたくさんあるが、ここでは、恋愛に関する興味深い例を考察する。中国のネッ
トユーザーによる、恋愛関係の中での儀式感に関する議論である。 
Weibo49ユーザー「睡午觉舒服」は「我觉得，大家还是有点仪式感好。“你愿意做我女朋友
么” “我愿意。”这句话说完才算搞对象。别的都不算。（みんな儀式感を持った方がいいと
思うよ。――私の彼女になってください。――はい、お願いします。このようなセリフを言
った後から、二人の恋人関係は成立する。さもないと成立しない）」50というミニブログを投
稿した。2016 年 10 月 26 日までに、転載数は 2 万、コメントは 4435 個、「いいね！」は 4620
回押された。 
コメント欄にあるいくつかの人気コメントを以下に翻訳する： 
 
ネットユーザー1「猫饼卷脑洞」のコメント：「比起这句，还是希望大家要告别的时候也能
认认真真地说“我跟你过不下去了我们就这样吧。”才算是善始善终地对自己和对方负责。
（これと同じ、みんな別れの時もちゃんと「あなたはいい人ですが、合わないですね。別れ
ましょうか。」と言うのは、自分と相手に対する終始を全うするものだ。）」 
ネットユーザー2「软糖奶片」のコメント：「就是要这样。不然感觉不明不白的就在一起了？
 
46 以上は『世界大百科事典 第二版』平凡社、2006 年「儀式化」の項による 
47 Bell, Catherine (1992). Ritual Theory, Ritual Practice. Oxford: Oxford University Press. p. 74 
48 Weibo ユーザー「刘大大大大大脸」のミニブログと下のコメント 2016 年 11 月 22 日 2020 年 1 月 24 日閲覧 
49 中国最大の SNS である。Weibo とは、「微」=「ミニ」「博」=「ブログ」（微博）という意味です。中国語圏最大
のソーシャルメディアで、中国本土のみならず、香港、台湾やその他多くの在中国人のいる国で幅広く利用されてい
る。 
50 Weibo ユーザー「睡午觉舒服」 2016 年 10 月 4 日 2020 年 1 月 24 日閲覧
http://www.weibo.com/5126627596/EbgpfDm7r?filter=hot&type=comment 
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跟搞暧昧似的。表个白，问个愿不愿意什么的才算吧。（そうだね。まさか白黒つけないまま
で付き合ったの？曖昧な感じだ。せめて告白して、相手の意向を尋ねたら付き合いが成立す
るだろう。）」 
ネットユーザー3「胖子的半梦半醒」のコメント：「以前觉得仪式感太矫情，现在觉得还是
说明白好，毕竟暧昧的另一面叫不主动不拒绝不负责。（以前は儀式感なんて、なんか真面目
すぎる気がした。今ははっきり言ったほうがいいと思う。だって曖昧のもう一つの言い方は
主体的でなく、拒否感もなく、責任感もないから。）」 
ネットユーザー4「黑黑哒罗小黑」のコメント：「我觉得感情还是需要仪式感的离开也请说
清楚尊重对方不要莫名消失（恋は儀式感が必要だと思います。別れもはっきり言ってくださ
い。相手を尊び、勝手に消えないでください。）」 
 
以上のネットユーザーの意見から、現在の若者たちにとっては儀式感が恋愛関係の中で
重要な一部分になっていると見える。「――私の彼女になってください。――はい、お願い
します」という会話にはどのような儀式感があるのか。まず、以上の人気コメントから、二
人は白黒つけないままで付き合った、恋人関係にならないから、一人が「主動しない、拒否
しない、責任を取らない」という態度になっているという、この状況が若者には多いように
思われる。 
そして以上のネットユーザーは「――私の彼女になってください。――はい、お願いしま
す。」この意向を問うために固定した会話方式をある「儀式」と見なした。この「儀式」は
二人の意向を問い、ある契約を成立することである。そして結婚式での誓いのような作用と
同じ、この会話で形成する「儀式」は人類学の通過儀礼の作用があり、二人の身分が「独身
男女」から「恋人関係」に転換する。二人は「彼氏」と「彼女」として、この身分と共に存
在する責任、義務も一緒に負うべきという意識を強める。しかし、このような「儀礼」は法
律と大衆に認められる伝統的な儀礼ではないから、ただ SNS の中で「みんな儀式感を持っ
た方がいい」という言い方で、Weibo、ブログ、文章でアピールする。簡単に言えば、儀式
感はこのような恋愛関係の中では、アイデンティティを確立、強化する役割を持っている。 
  
2）芸術作品 
実際的な行為により生じる儀式感は、いろいろな条件によってもう一つの形式に変化し、
儀式感を生み出すことがある。このような儀式感は、芸術性があるものに現れる。芸術作品、
特に現代芸術の作品は表現形式が多様になっており、伝統な小説、絵画、演劇、音楽、映画
などの形式以外、パフォーマンス、インスタレーションなど新型の芸術形式も出ている。筆
者は、儀式感がある芸術作品を二つの種類に分ける。一つは実際的な行為で儀式感を生じる
芸術作品であり、もう一つは人間の「脳内補完」で儀式感を生じる平面芸術である。 
 
①「儀式と類縁性のある芸術」――実際的な行為によるパフォーマンス性がある芸術 
幾つかの芸術形式には儀式に似た性質があり、大衆に儀式のようなイメージを与える。例
えば、演劇、魔術ショー、パフォーマンス、インスタレーションなど、その実際的な行為で
構成されるパフォーマンスは、話題として口に出した時すぐにその儀式のような過程を想
像できて、そして「なんとなく」儀式感を感じられる。ここに現代芸術の代表物としてのイ
ンスタレーションアートの例を挙げて、芸術領域中に儀式と似ている芸術形式を分析し、な
ぜ「似ている」と言えるのか、どこが「似ている」のかなどの質問に答える材料を提示する。 
現代芸術における一つの重要な表現ジャンルであるインスタレーションアートは、場所、
空間、時間、照明、音響、写真、ビデオなど多種の表現方式を運用し、伝統芸術の単一な視
覚表現と比べてより現代芸術の多元化を表現する。そして、観客に視覚、聴覚、嗅覚、身体
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運動など綜合的な体験を与える。その空間全体は作品であり、つまり唯一性があるので、鑑
賞者は一点一点の作品を「鑑賞」するというより、作品に全身を囲まれて空間全体を「体験」
することになり、そしてこの独特な空間を体験することは儀式感の生成を促しやすい。 
インスタレーションアートの一つの重要な特徴は芸術家が空間全体を作品として創作す
ることである。筆者は個人的には、このような「空間を作る」芸術作品は儀式の「空間を作
る」行為と似ていると考えている。 
一例として、中国の青年彫刻家、インスタレーションのアーティストの李晖に対するイン
タビューから、儀式感に言及する部分を引用する。 
 
Hi（『Hi,art』雑誌）：あなたの作品では劇場感と叙述性が強く感じられます。それは静止
的、固定的ですが、見るものを多様な空間層の中につれていきます。あなたはわざとこのよ
うにしたのですか？ 
 李：劇場感の有無は、作品の内容によります。私は個人的には、儀式感、あるいはある雰
囲気と理解しています。実は私は環境の全体を調整します、ですから、作品の内容は作品と
いう物質に限らず、すべての空間も私の作品になり、実物の作品はその中の一部分にすぎな
いのかもしれません、私は全体を調整することが好きです。 
Hi：現代芸術というコンテクストの下の彫刻とインスタレーションアートは、よく細部と
部分を詳細的に扱い、ミクロを重視してマクロの視野を失いますよね。 
 李：移動する、伝播することが必要ですから、マクロの視野から見ると限界があります。
…誰でも簡単に手に入れるから、ある特殊な、全体的なものを失います。しかし現在の彫刻
の発展状況はこの全体的なもの、あるいは儀式感をあまり強調していませんから、これは
（儀式感のこと）贅沢なものです。51（下線部は筆者による） 
 
このインタビューから、李晖は自分の作品に儀式感があることを認めていることが分か
る。そして彼は個人的には、彼の作品中の儀式感をある独特な雰囲気と理解し、それを作る
ために、マクロの視野から全体的に計画し、実施することが必要だと考えている。まさに彼
は、「儀式感」を作り出す空間を芸術として制作しようとしていることが分かる。 
 
そして儀式の四つの構成要素もインスタレーションアートの中で一つずつ対照できる。 
○礼拝対象：「芸術には神聖性がある。」これは現代社会のあるコミュニティにおいては共
通認識である。そしてそのコミュニティの人たちから見ると、神聖性がある芸術の礼拝対象
は、感覚器官で感じられる芸術作品であり、礼拝の信念は芸術という観念である。しかしイ
ンスタレーションアートの中で、多様な道具と表現方式はインスタレーションアートの礼
拝物が伝統芸術の単一な絵画、彫刻、版画、写真などと違うことを決める。インスタレーシ
ョンアートの礼拝対象は単なる物質からある綜合的なイメージに変化する。 
○特定の時間と場所：インスタレーションアートのアーティストは常に自分のコントロ
ールを通じて、ある唯一無二、綜合的、厳密なイメージを観客に与えようとする。従って、
一つの完全な世界観とその世界観を構築するのに必要な「道具と手法」は不可欠である。 
一般的なインスタレーションアートには一回性がある。道具と芸術効果に制限があるた
め、時間と場所は必ず特定される。そして展覧会期が終われば撤去されてしまい、写真、ビ
デオと人々の記憶の中にしか残らない。この特定の時間と場所という要素による一回性は
充分に「一期一会」感を表す。 
 
51 「李晖作品中的仪式感是很奢侈的（李晖 作品中の儀式感は贅沢なものだ）」 曹丝玉 2015 年 8 月 27 日 『Hi,art』
http://www.hiart.cn/feature/detail/828fvxp.html 2020 年 1 月 24 日閲覧 
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○固定的・反復的プロセス： 
制作、展示の手順（芸術家の方）：インスタレーションアートの創作過程中の芸術家は、
伝統的な意味での芸術家より、映画の総監督のような存在である。構想、理論、意味、信念
から、制作の方式、展示効果、観客の見方など、各方面の考えも必要である。そして現在の
現代芸術界内のインスタレーションアート作品は主に「体験―誘導―啓発」というモデルが
大勢であり、綜合的な材料を応用することが必要である。その時、芸術家は芸術作品を通じ
て伝えたいものと実際に多種な材料で制作してくるもの、両者の間にバランスを取ろうと
するが、そこには一連の固定的なプロセスがある。 
鑑賞の手順（観客の方）：大勢のインスタレーションアートは特別な空間を作り、そして
作者は作品中の道具、光、声などの方法で観客を誘導する。観客は芸術作品を体験する過程
中に無意識的に作者の誘導に沿って作品を体験する。 
○時間ゾーン：インスタレーションアートの中でも「二重の時間ゾーン」が充分に体現さ
れるというより、むしろ芸術形式だからこそ、時間性が目立つと言えるだろう。その原因は
芸術の形式は儀式、演劇、魔術ショー、パフォーマンスの制作と見ることが同時に進行する
（儀礼の現地性の）方式と異なり、作者の制作と観客の鑑賞が別々に進行するからである。
（わざと人々の目の前でショーをする場合を除く） 
 
儀式の四つの構成要素も揃っており、実際的な行為によるパフォーマンス性もあり、この
ような芸術作品の構成は儀礼の構成に類似していると思われる。だから、このような芸術作
品に儀式感があることはごく当たり前なことだと思われる。 
 
②脳内で補完することによる平面芸術 
以上の分析では、儀式に似ている芸術形式では実際的に身体と行為とが繋がることが明
らかとなった。しかし芸術作品のうち、インスタレーションアート、彫刻、演劇など実際的
な行為で理解し、体験する形式だけではなく、絵画、写真、書道など平面的な芸術形式にも
儀式感はあるのだろうか、この問いに対する筆者の答えは肯定的である。その理由は以下の
とおりである。 
平面的な芸術形式では儀式感の基本構成の中の「固定的・反復的なプロセス」という実際
的な行為で形成する形式感が芸術作品中の芸術形式感に代わり、儀式感を感じると同時に
実際的な行為を省略して、頭の中で補完される。この特性がある平面芸術は記号学と関わり、
平面芸術の一つの基本特性として知られる。頭の中で補完する内容は、見た事物の製法と手
順、代表的意味、歴史時間線などの相関的知識である。例えば、私たちがもし婦人が布団を
畳んでいる絵画、写真、文字を見たら、頭の中で自然に「布団を畳む」という場面を想像す
る。そして、想像の場面の中で、絵の中で省略されている「布団を畳む」という行為の他の
部分を頭の中で補完する。このような想像は私たちが平面的なものを理解することを助け
る。このような「想像できるもの」は経験と論理に基づく。もしもある事物の表現が見る者
の経験と論理を超えたら、見る者は理解しにくく、共鳴できない。従って、実際的な行為を
運用するパフォーマンス性がある表現形式と比べて、平面的な表現は見る者に想像の過程
を提供するが、その過程のため、見る者にとって直観ではないという感じがある。 
儀式感の感じ方も同じで、人間は実際的な行為により生じる儀式感がより強く感じられ
るが、脳内補完を行うことが必要な平面芸術により生じる儀式感は相対的に弱いように思
われる。さらに個人の見方、経験、文化程度の違いによって、一部の人には儀式感が感じら
れない状況もよくある。 
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3.2「モダニティ儀式感」の形成 
世界の脱魔術化の進展につれて、宗教を核心とする「儀式感」は次第に衰退している。し
かし、「儀式感」は近代化の進展で、徹底的になくなったわけではなく、現代社会に生き残
っている。現代社会の「儀式感」は、昔の「儀式感」と違いがある。それは新しい形態と古
い形態が互いに浸透しあった新たな「儀式感」である。ヴァルター・ベンヤミンは、19 世紀
に資本主義が各領域に広がる時、社会形態（特に上部構造）の構造変換の観察者であった。
彼は、資本主義による古典時代から近代への諸変化を鋭く捉えている。特にベンヤミンが
『パリ――十九世紀の首都』の中の第一節「フーリエあるいはパサージュ」で論じたことは、
「儀式感」の形成に関して非常に示唆に富むものである。 
 
新しい生産手段の形式は、当初はまだ古い生産手段の形式に支配されている。（マルク
ス〔『資本論』〕）集団的意識において、そのような新しい生産手段の形式に相当するの
は、新しいものが古いものと浸透しあう場となる、もちろんのイメージである。これら
のイメージは願望のイメージであって、そのなかで集団は、社会的生産物の不完全さや
社会的生産秩序の欠陥を止揚しようとするのだが、しかしまた、そのような不完全さと
欠陥を美化しようとする。そのことと並んでこの願望のイメージには、古びたもの――
とはすなわち、いましがた過ぎ去ったものである――と自分とをはっきり区別したい
という強い意欲が現われる。この傾向のせいで、新しいものに触発されたイメージの空
想力は、はるか昔に過ぎ去ったものへと赴く。あらゆる時代は、それが見る夢のなかで、
自分の次の時代がイメージとなって現われるのを目のあたりにする。このとき次の時
代は原史の、すなわち無階級社会の諸要素と結びついて出現するのである。集団の無意
識のなかに貯蔵されている無階級社会の経験は、新しいものと浸透しあってユートピ
アを生み出す。このユートピアは、長もちする建築物からはかない流行に至るまでの、
生の数限りない複合形態のなかに、その痕跡を残してきた。52 
  
ベンヤミンのこの内容は、時代が変化する際の集団的イメージの形態を描写している。そ
れは、「新しいものが古いものと浸透しあう場となる」である。つまり、この時期の集団的
イメージ形態は、「古典時代と近代のイデオロギーは二元対立」という意識ではなく、互い
に浸透し合い、互いに影響し合うという関係であり、弁証法の特徴を持つことである。筆者
はこの論述を参考にして、「モダニティ儀式感」も、二つの時代変換時期にある、新しいも
のと古いもの両者の特徴を兼ね備える集団的意識（もちろんのイメージ）ではないかと考え
る。どの変換時期でも、古い時代の生産方式と上部構造（伝統儀式から生ずる儀式感）は新
しい時代に入る後、不変、消失と変化という 3 つの運命しかない。上部構造の変化方式は
様々であるが、伝統「儀式感」から「モダニティ儀式感」への変化は、どのような変化規則
に従うのか。 
筆者はミシェル・フーコーのこの時代交換時期のエピステーメーに関する論述の「諸関係
のひとつの一般的な変換」を連想する。フーコーは、『知の考古学』の中に、よく知られた
エピステーメーの区別について述べる際、自身の歴史的探求が「西洋文化のエピステーメー
のなかの二つの大きな非連続性を明らかにした」と主張する。つまり、「第一の非連続性は
古典主義時代に始まり（大まかに言えば十七世紀半ば）、第二の非連続性は十九世紀初頭に
おける近代という時代のはじまりを標づけているのである」53。そしてこの非連続性の中に、
エピステーメーの変化（フーコーのテキストの中に言葉や観念を指す）が引き起こされてい
 
52
 ヴァルター・ベンヤミン著 浅井健二郎、久保哲司訳『ベンヤミン・コレクション 1』 ちくま学芸文庫 1995 年初
版、2013 年第 2 版第 12 刷 p.330 
53 ミシェル・フーコー著 渡辺一民、佐々木明訳『言葉と物』新潮社 、1974 p.21 
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る。 
 
一つの言説編制が他のそれに置きかわると言うのは、対象、言表行為、概念、まったく
新しい理論的選択などから成る一つの世界全体が、それを決定的に位置づけている一
つのテキスト中に完全に武装され、完全に組織されたものとして立ち現れることを言
うものではない。それは、諸関係の一つの一般的な変換が生み出されたことを言うので
あるが、この変換は必ずしもすべての要素を変質させない。それは、言表が編制の新し
い諸規則に従うことを言うのであって、すべての対象、あるいは概念、すべての言表行
為あるいはすべての理論的選択が姿を消すことを言うのではない。反対に、これらの新
しい諸規則から出発して、連続、複帰、反複の諸現象を、記述し、分析することができ
る。54 
  
以上のテキストの中のフーコーの古典主義時代から近代化への地滑りの「諸関係のひと
つの一般的な変換」に対して、ド・セルトーは「同一の言葉や観念がしばしば再使用される
が、もはやそれが同じ意味をもたず、同じような仕方で思考されもしないし、組織されるこ
とがない」55と理解している。これは正に「モダニティ儀式感」が伝統儀式から脱逸して、
非儀式の場合に再び提起して、さらに儀式化をするという変化プロセスと考えられる。 
 
・現代人の渇望 
以上ベンヤミンとフーコーの時代変換時期の上部構造についての論述に基づいて、筆者
は「モダニティ儀式感」とは、社会形態の変動によって、古いイデオロギーが変化再使用さ
れたものであると考えている。ただ、この「変化再使用」について、もう一つの疑問が浮か
んでくる。変化したイデオロギーは、もはや元の意味ではないが、なぜその名称はそのまま
用いられているのかという疑問である。前の時代の「儀式感」という言葉は、何か現代社会
にいる人たちが欲したものであるのか。この質問の答えは、個人によってそれぞれであるか
もしれないが、筆者はその中で必ず 1 つの共通の点が存在すると考える。筆者は資本主義の
発展による「商品経済」「近代的時間概念――均質で空虚な時間」また「私人空間」「ネット
通信」概念の誕生など、資本主義、高度資本主義によって生ずる概念を組み合わせて、以下
の結論を整える：近現代の人々には、個人の生活空間はあるが、個人が支配できる時間帯は
ほとんどない。 
なぜかと言えば、18 世紀半ばの産業革命から、資本主義が全世界を席巻したからである。
資本主義は下部構造から上部構造まで全般的に改革を行い、「商品」を中心とする秩序が確
立した。近代人の生産生活、空間と時間の配置も「商品」をめぐって展開する。W・ベンヤ
ミンによると、時間概念にも「均質で空虚な時間」56が形成される。この「均質で空虚な時
間」は同時性を持つため、商品生産、人間の娯楽活動と集団的意識などはある程度統一され
る。ベネディクト・アンダーソンが『想像の共同体』で指摘しているように、「─社会的有機
体が均質で空虚な時間の暦のなかを暦に従って移動してゆくという観念は、国民の観念と
まったくよくにている。国民もまた着々と歴史を下降し（あるいは上昇し）動いてゆく堅固
な共同体と観念される」57。そして「均質で空虚な時間」は「国民」という概念に広がって
いる。これによって、資本主義の商品経済は個人の自由度、特に個人の時間の自由度を侵害
 
54 ミシェル・フーコー著 中村雄二郎訳『知の考古学』河出書房新社、1981 p.263 
55 Certeau, ”The Black Sun of Language”p.178 『言語活動の黒い太陽』p.21 
56 ベンヤミン『歴史哲学テーゼ』XIV による。 
57 ベネディクト・アンダーソン著  白石さや, 白石隆訳『想像の共同体 : ナショナリズムの起源と流行』  NTT 出
版、1997 p.45 
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したと考えられる。 
資本主義の発展によって誕生したものには「室内空間」もある。「国家」「国民」「公共」
概念の普及と共に、「私人」概念と個人の室内空間は 19 世紀に出現した。 
ベンヤミンは「パリ――十九世紀の首都（ドイツ語稿）」の「Ⅳ ルイ＝フィリップあるい
は室内」と題された章の中に、個人の室内空間は蒐集行為と一緒に、一つの「幻想に満ちた」
私人の世界を構成することを描写した。 
 
Für den Privatmann tritt erstmals der Lebensraum in Gegensatz zu der Arbeitsstätte. Der erste 
konstituiert sich im Interieur. Das Kontor ist sein Komplement. Der Privatmann, der im Kontor 
der Realität Rechnung trägt, verlangt vom Interieur in seinen Illusionen unterhalten zu werden. 
Diese Notwendigkeit ist um so dringlicher, als er seine geschäftlichen Überlegungen nicht zu 
gesellschaftlichen zu erweitern gedenkt. In der Gestaltung seiner privaten Umwelt verdrängt er 
beide. Dem entspringen die Phantasmagorien des Interieurs. Es stellt für den Privatmann das 
Universum dar. In ihm versammelt er die Ferne und die Vergangenheit. Sein Salon ist eine Loge 
im Welttheater. （Paris, die Hauptstadt des XIX. Jahrhunderts , Bd.Ⅴ,S.52） 
 
私人の生活の場はここで初めて労働の場所と切り離され、生活はまず室内で為され
るようになる。帳場はその補完物にすぎない。帳場に座って世の動きを考える私人は、
室内に溢れるさまざまな幻想に安らぎを求める。この要求は、彼が実業上の考慮を社会
的な考慮にまで広げることなど考えていないだけに、ますます切実なものになる。そし
て、自己の私的な環境を作り上げるに際しては、彼はこのどちらの考慮も排除するため
に、幻想に満ちた室内が出来上がってくる。私人にとってはこれが宇宙なのであって、
彼はそこに異郷と過去を蒐集する。彼のサロンは、世界劇場の桟敷席なのである。 
 
以上の記述によって、ルイ＝フィリップ統治の時期、労働の場が初めて個人生活の場と切
り離され、個人の時間と空間を創り出した。これで、都市の市民の私人生活の自由度が上が
った。しかし、21 世紀に入ると、この完璧な個人の時間と空間は、ネット通信に破壊され
た。スマートフォン、インターネットの発展に従って、金銭、労働、事業など社会的、現実
的事柄はもう一度現代人の私人生活に戻った。高度資本主義社会にいる人間には、私人の室
内空間はまだあるが、私人の時間は社会的、現実的、公共的事務に占有され、「幻想に満ち
た」空間も侵入・破壊された。資本主義社会の発展はこのような歴史時期に達して、公共空
間と私人空間はもう一度一つになった（この点を証明できる例はホームオフィス、在宅ワー
ク、テレワークの出現である。見た目は、この形の仕事が、情報通信技術58を活用して、時
間や場所の制約を受けずに、柔軟に働く形態であるが、実際は公共と私人空間の限界がぼん
やりした労働形態である）。個人の時間はバラバラに分割され、「一つの、完全の、自分の意
志で支配できる時間ゾーン」がなくなってしまい、自分のアイデンティティを確認する機会
も少なくなる。このため、現代人にはよく「茫然」「自己意志がない」「欲望低下」などの特
徴が表れ、「現代人症候群」になる。儀式感の形成は、特定の時間と場所と固定的プロセス
による一つの完全な時間ゾーンが必要なので、現代人は渇望している「完全な時間ソーン体
験」が満足できる。特に「モダニティ儀式感」は、伝統儀式の中の規定される精神価値と共
同意識を削減して、代わりに個人的意識を加えるから、自由度がかなり高くなる。 
 
以上の「モダニティ儀式感」の形成原因の分析によって、「モダニティ儀式感」は社会形
 
58 情報通信技術、ICT、英: Information and Communication Technology 
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態の変動によって変化したイデオロギーであることが明らかになった。現代人は伝統儀式
に規定される精神価値と共同意識を削減して、代わりに個人的意識を加えると同時に、伝統
儀式感の「完全な時間ソーン体験」を保留しつつ、一つの個人意識で支配できる時間ゾーン
が欲しいという願望を果たした産物を創り出す。 
 
・中国に「モダニティ儀式感」が発生する原因 
前文で「モダニティ儀式感」の形成原因と現代人の渇望を分析した。仮に「儀式感＝モダ
ニティ儀式感」を求めることは現代人のなにがしかの共通的状態であるとすれば、なぜ「儀
式感＝モダニティ儀式感」という言葉は、21 世紀の 10 年代に中国で増加したのか。 
この答えは中国大陸のモダニティのプロセスと繋がると筆者には思われる。 
現段階の中国大陸は前代未聞の社会体制に置かれている。経済体制は資本主義の市場指
向型であり、政治体制と文化体制は社会主義共和国体制である。1987 年に「改革開放」政
策を実施した後、中国大陸の経済制度は計画経済から市場指向型の経済に変わった。短時間
で大量な資本が流れ込んで、生産方式、政治制度、文化思想は連続的に激しい変革を起こし
た（中国の近代化は 1840年のアヘン戦争からはじまったが、市場経済を決定することは 1987
年から始まったのである）。市場経済がもたらす社会問題は中国大陸により明らかに現われ
ている。西欧で 16 世紀から 20 世紀のあいだに形成されたモダニティと、1960 年代から 80
年代に形成されたポストモダニティは、ほぼ同時に中国大陸に入っている。中国社会は、特
に文化、精神、道徳などの面が厳しい試練を受けた。この巨大なギャップは「儀式感＝モダ
ニティ儀式感」言葉の増加の温床を造った。 
もう一つの原因は、中国人の、自分たちの伝統文化に対する意識の長期的な欠如だと考え
ている。中国の近代化は、19 世紀から目立ちはじめ、アヘン戦争をきっかけとして、洋務
運動、戊戌の変法、辛亥革命、五･四新文化運動など連続的な政治、経済と文化の改革を促
した。中国の一部分の伝統文化は、マルクス主義思想の輸入、五･四新文化運動、反右派運
動、文化大革命などの革命運動に、「封建迷信」として誤審されて、人為的に破壊された。
そして、中国の近代化の始まりは、西洋だけではなく、同じアジア諸国と比べてもずいぶん
遅いため、国の安全と中国国民のクオリティ・オブ・ライフ（生活の質）を考える上で、中
国政府は経済を先に発展するという政策を採用した。以上の原因で、中国の伝統文化は数十
年の間にずっと低迷期にある。市場経済が確立するとともに、中国大陸の中産階級の人数は
劇的に拡大している。「私たちは誰」という中国人としてのアイデンティティが覚醒し始め、
中国の伝統文化の断層を修復することも緊急を意識しはじめた。「儀式感＝モダニティ儀式
感」は中国伝統文化を修復する良い媒介として存在する。 
ここで挙げたい例は、同じく近年に若者たちが主体となっている「漢服復興運動」である。
先ほど述べたように、漢服文化と市場は約 7 年の間に徐々に拡大しつつ、現在中国で一番流
行っている文化産業である。この漢服復興運動の歴史は、現代中国漢民族の伝統文化修復史
であると見られる。2001 年、上海の当時の江沢民総書記（国家主席）が APEC で唐装を披
露した。APEC 会議後、ネットユーザ 「ー華夏血脈」は 2002 年 2 月 14 日「舰船军事论坛」
という中国の BBS で「失った文明―漢族民族衣装」という文章を発表した。この文章の中
では、漢民族衣装の特性、現代中国社会で用いられなくなった歴史的な原因、漢民族服装と
日本の着物の関連性などが、歴史文化面から解析されている。この文章は中国国内と海外の
サイトに転載され、30 万以上のアクセスを得た。この文章の掲載は中国現代漢服文化運動
の発端と見られる。その後、漢服文化は民族文化と伝統儀礼復興の運び手として、次第に大
衆の視野に入る運動となった。筆者は、漢服文化活動と儀式感の共通点が 3 つあると考え
る。①両者はほぼ同じ時期に中国人に再提起、再使用された、②伝統儀礼に依存している、
③両者はそのまま昔の伝統を踏襲するのではなく、社会形態の変動と共に変化している、こ
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れらの共通点から、「儀式感＝モダニティ儀式感」という言葉の増加と「漢服復興運動」の
興りは、偶然の出来事ではなく、現代中国のモダニティ進展に伴う社会現象だと考えられる。 
 
まとめ 
 
本稿は近年来の中国における「儀式感」という言葉の使用の頻度の急増という社会現象か
ら、「儀式感」という概念の表現、評価、外的構成と形成原因などを考察した。 
第 1 章では、「儀式感」という言葉が中国に発生する現象、中国大衆の「儀式感」に対す
る評価を論述した。多くの中国大衆は「儀式感」にポジティブな評価をする一方、一部分の
人はネガティブな評価をする。筆者はネガティブな評価がある原因は「モダニティ儀式感」
概念が未だにはっきりしないからだと考えている。 
第 2 章は、儀礼／儀式に関する先行研究を参考にして、儀式を形成する構成要素を以下の
4 つの要素に分類した。1）礼拝対象（神聖性）、2）特定の時間と場所（現地性）、3）固定
的・反復的なプロセス（象徴性、形式性）、4）時間ゾーン（時間性）そして、「儀式感」で
は、上記の 4 要素を援用することによって、「儀式感」を構成する構成要素を以下の 4 つに
分類した。 
1）礼拝対象（神聖性）による礼拝感 
2）特定の時間と場所（現地性）による「一期一会」感 
3）固定的・反復的なプロセス（象徴性、パフォーマンス）による形式感 
4）時間ゾーンによる時間の流れ 
上記各要素について考察したのち、「儀式感」の定義を、上記 4 要素によって形成される
複合的な感覚であるとした。この感覚にはさらに、日常性から遠のく感覚、アイデンティテ
ィ形成への参与、共感の前提としてのコンテクストの共有、などの特性があることを論じた。 
第 3 章では「モダニティ儀式感」概念を構成するために、まず「儀式感」は単一の概念で
はなく、社会形態の変化によって変化する概念だと確定した。そして「モダニティ儀式感」
の生成類型と「モダニティ儀式感」の形成に対する分析によって、以下の５つの点をまとめ
た： 
1．「モダニティ儀式感」は、伝統儀式から脱して、非伝統儀式を儀式化する 
2．「モダニティ儀式感」を求めることは明確的な礼拝価値がなく、外的（形式）から内的
（内核）を探す過程と見なされる。またこの行為で自分のアイデンティティを確認する。 
3．モダニティ儀式感は、社会形態が変化することに伴う（特に古典時代から近代化に転
換する時期）イデオロギーの変化である。 
4．現代人は「モダニティ儀式感」中の「一つの個人意識で支配できる時間ゾーン」を求
めると考えられる。 
5．中国で「モダニティ儀式感」の興る原因は、短時間で大量の資本蓄積によって、中国
国民は物質と精神の不平衡を感じているからである。それによって生じるギャップを埋め
たいという意識、また伝統文化が欠如しているという認識と中国人としてのアイデンティ
ティを確認したいという欲求が「モダニティ儀式感」の流行を支えている。 
 
以上の分析を通じて、「儀式感＝モダニティ儀式感ブーム」の出現は、中国に限った現象
ではなく、現代社会、特に高度資本主義社会にいる人に共通の意識だと考えられる。そして
「儀式感＝モダニティ儀式感ブーム」は、一つの商品経済を中心にした価値観念に抵抗する
精神価値を代表している。この精神価値は一つの明確な中心思想がなく、「商品崇拝」とい
う価値観の嵐に対抗するために存在していると言える。この点から、「儀式感＝モダニティ
儀式感」はポストモダニティの色彩を持っていると見られる。本稿は、「儀式感＝モダニテ
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ィ儀式感」概念の分析を通じて、現代社会のイデオロギーの形を少し補完して、側面から現
代社会の形態は多様性と共通性が並存することを指摘した。 
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